
14 81巻1号　2022年1月

Vol.81  No.1  2022 January

0016

0021

0026

0032

0037

0041

0047

0052

0056

0062

◉地域医療構想の制度的枠組み

新型コロナウイルス感染症流行後の地域医療構想・医療計画　鷲見 学
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介護老人保健施設からみた地域医療構想の今後の在り方　折茂 賢一郎
看護からみた地域医療構想の今後の在り方
　地域における看護職確保・感染管理体制に焦点を合わせて　吉川 久美子
沖縄県における新型コロナウイルスの流行と地域医療構想　髙山 義浩
地域医療の現場からみた新型コロナウイルス感染症対応と
　地域医療構想の今後の在り方　一宮 仁
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大は，わが国の医療提供体制の在り方に関する根本的な問題を明らか
にした．新興感染症だけではなく，がん診療や脳血管障害，虚血性心疾患，外傷など他の急性期医療についても適切
に対応し，医療崩壊を起こさない強靭な医療提供体制の再構築が求められている．そのための基本設計の指針となる
のが地域医療構想と医療計画である．本特集では，今後の地域医療構想の在り方について，あらためて関係者の意見
を整理する． ［企画・松田 晋哉］
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